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特別損失（減損損失）の計上に関するお知らせ 

 

当社は、2020年 3月期第 1四半期連結累計期間（2019年 4月 1日～2019 年 6月 30 日）におきまして、特

別損失（減損損失）を計上いたしましたので、下記の通りお知らせいたします。 

 

記 

 

１．特別損失の計上について 

当社は、2019年 3月 31日付で、株式会社にっぽんインキュベーション（以下、「NIL」といいます。）を吸

収合併し、NILが有していた全ての債権債務を承継しております。 

当社は 2019年 3月期まで 13 期連続して営業損失を計上しており、会計上の「減損の兆候」が認められる

ことから、NIL から承継した有形固定資産について将来の回収可能性を検討した結果、減損処理を実施し、

当該資産の帳簿価額 10,351千円全額を減損損失として特別損失に計上いたしました。 

 

２．業績に与える影響 

上記の特別損失（減損損失）につきましては、本日公表の「2020 年 3 月期 第 1 四半期決算短信〔日本基

準〕（連結）」に反映しております。 

 

 

以 上 
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